
 令和４年４月１日作成 

上尾市道の工事に関する基本条件 

上尾市都市整備部建設管理課 

 

【長尺Ｕ字溝】（裏面構造図参照） 
・排水勾配 0.3％以上を確保すること 
・長尺Ｕ字溝接続箇所には、コンクリート底板を使
用のこと 

・Co蓋は B型配列とすること 
・グレーチング蓋設置の場合は、T-25・細目・ノン
スリップ・鎖付・市章入りとすること（歩道一般
部は T-14以上） 

・Co蓋を加工する場合は、かかり部分で最小長さ
30cmを確保 

・浸透型を使用する場合は、水抜き部に単粒度 4号
砕石をいれること 

・布設の際は、20m以内に 1基の雨水桝を設置するこ
と 

 
【雨水桝（Ｕ字桝）】（裏面構造図参照） 
・長尺Ｕ字溝布設の 20m以内に 1基の雨水桝を設置
すること 

・グレーチング蓋は、T-25・細目・ノンスリップ・
鎖付・市章入りとすること（歩道一般部は T-14以
上） 

・泥溜め 15cm以上を確保し、底打ちは 10cmとする 
 
【集水桝】（裏面構造図参照） 
・構造図接合箇所には集水桝を設置すること 
・直線間の接続箇所は、内径 400×400以上を使用
し、隅切りとの接続を要する箇所は内径 500×500
以上を使用すること 

・泥溜め 15cm以上を確保し、底打ちは 10cmとする 
・グレーチング蓋は、T-25・細目・ノンスリップ・
鎖付・市章入りとすること（歩道一般部は T-14以
上） 

 
【横断暗渠】（裏面構造図参照） 
・当該出入口を利用する自動車が 10台以上見込まれ
る場合、出入り幅員が 5.0mを超える場合等は、横
断暗渠設置のこと 

・横断暗渠の敷高は、既存の長尺Ｕ字溝の敷高に合
わせること 

・コンクリート基礎は、基礎ブロックの使用可能 
 
【Ｌ型側溝】（裏面構造図参照） 
・Ｌ型側溝の切下げ型を使用する場合は、標準型と
の間に擦り付け型（斜型）を設置し、段差ができな
いようにすること 

・Ｌ型側溝と集水桝等を設置する場合は、集水桝天
端とＬ型側溝敷高を合わせ、段差を加工すること 

・Ｌ型側溝を加工する場合は、最小長さ 30cmを確保
すること 

・Ｌ型側溝に設置するグレーチング蓋は、T-25・細
目・ノンスリップ・鎖付・市章入りとすること 

・切下げ型を使用せず、乗入れブロック等を設置し
ないこと 

・広範囲で布設をする場合は、ロングＬ型の設置を
検討のこと 

 
【歩車道境界ブロック】（裏面構造図参照） 
・車両乗り入れ部の設置個所数は、同一敷地につい
て 1箇所とする。ただし、交通処理場等の理由から
特に必要と認められる場合であって相互の間隔を原
則として 8.0m以上とするときには、2箇所とする
ことができる 

・開口部の幅は、普通自動車で 4.2m以下、大型自動

車で 8.0m以下とする（乗入れ舗装範囲は開口部＋
各 60cm） 

・一般歩道部を車両乗入れ部にする場合は、歩道舗
装部を乗入れ舗装にすること 

・一般歩道部を車両乗入れ部にする場合で、歩道部
の側溝が歩道用蓋の場合は、車道用蓋に交換するこ
と 

・歩車道境界ブロックの切下げ型を使用する場合
は、標準型との間に摺り付け型（斜型）を設置し、
段差ができないようにすること 

・歩車道境界ブロックの切下げ型設置の有無は、設
置前後の状況を確認の上、施工すること 

・歩車道境界ブロックの布設替えをする場合は、設
置前後と同等のものを使用すること 

・歩車道境界ブロックの両端部には反射板の設置を
してください 

 
【共通事項】 
・工事の掘削面積がおおむね 100㎡を超える場合ま
たは施工延長が 100mを超える場合は、工事着手届
を提出すること 

・構造物布設の際は、基礎を含めて民地側に越境を
しないこと 

・道路の横断勾配は、車道の場合にあたっては舗装
路面で 1.5％以上 2.0％以下、歩道の場合にあたっ
ては 2.0％を標準とする 

・構造物布設に伴う道路掘削が発生する場合は、転
圧可能な 30cmを最小範囲とし、路盤工までを十分
に締め固めた後、加熱合材とプライムコートで仮復
旧をすること 

・仮復旧は、原則１か月以上の自然転圧期間を置く
こと。 

・本復旧は、自然転圧にて沈下量が安定した時点で
施工をすること。本復旧範囲は、50cmの影響幅を
含め、基準以上に影響が生じた場合はその範囲とす
る。 

・舗装版切断時に発生する濁水の処分をすること 
・工事前及び工事完了後に、本復旧範囲の基準点及
び 境界杭を確認し、遠景及び近景の写真を撮影す
ること。撮影した写真を完成届に添付すること。 

・工事完了後は、速やかに完成届を市に提出し、検
査を受けること。なお、完成届に当たっては、施工
前・施工中・施工後の写真を添付すること。 

・基準点及び境界杭が移動および滅失しないように
し、移動及び滅失した場合は復元すること。また、
基準点の移動の恐れがある場合は、建設管理課と協
議すること。 

・舗装及び構造物に段差並びに水溜りの無いように
施工すること 

・苦情及び第三者への損害は、申請者の責任におい
て解決すること 

・歩行者及び弱者等に十分注意を払い、安全対策に
も配慮すること 

・工事の出入り等に起因して破損・汚損等が生じた
場合は、協議の上現状程度に復旧すること 

・工事の施行に起因する道路構造物の損傷が発生し
た場合は、完了検査後又は再検査後 3年間は、原因
者の責任として市の指示に従い、復旧の責任義務を
負うこと。 

・工事上で疑問等が生じた場合は、協議すること。 
・その他、この文書に記載がないものについては、
「道路占用工事施行に関する標準条件書」による。 



勾配1.5%～2%

道路幅員

道路幅員

勾配1.5%～2%

密粒度アスコン　    5cm

アスファルト乳剤　 PK-3

粒度調整砕石(M-30) 15cm

切込砕石(C-40) 　  20cm

車道用長尺U字溝

切込砕石(C-40)

側溝蓋（B型配列）

車道用長尺U字溝

切込砕石(C-40)

※　雨水桝を２０ｍ以内に１基配置
※　公共下水道区域内（開発区域内）は、浸透側溝を設置検討のこと
※　側溝内の最低縦断勾配0.3％

標準断面図

雨水桝（U字桝）構造図

※　県型側溝蓋（B型配列）

長尺U字溝構造図

※　長尺U字溝接続箇所には、コンクリート底板を使用のこと

集水桝構造図

※　直線間の接続箇所は、内径400×400
　　隅切との接続を要する箇所は内径500×500

※　コンクリート基礎は、

※　別途施工を計画する場合は、協議してください

※　不明な点等がありましたら、施工前に相談願います

横断暗渠構造図

※　側溝蓋を加工する際はかかり部分の最少長さが
　　30㎝以上になるように加工

横断暗渠（300×300）
アスファルト乳剤　　PK-3
密粒度アスコン　

46cm

2cm

集水桝・横断暗渠　接続断面図

切込砕石(C-40) 10cm
コンクリート基礎 10cm
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グレーチング蓋（市章入　T-25）細目・

ノンスリップ(歩道一般部の場合はT-14以上)

※　グレーチング蓋は、鎖付のこと
※　雨水桝の泥溜めは、１５ｃｍ以上
　　とする。
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グレーチング蓋（市章入　T-25）細目・

ノンスリップ(歩道一般部の場合はT-14以上)

※　グレーチング蓋は、鎖付のこと
※　集水桝の泥溜めは、１５ｃｍ以上
　　とする。
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※横断暗渠の敷高は長尺Ｕ型側溝の敷高合わせとする
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※250Ｂ鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄＬ型の参考構造図

※　側溝布設２０ｍ以内に１基配置

※　当該出入口を利用する自動車が、１０台以上見込まれる場合、
　　幅員が５．０ｍを超える場合等は、横断暗渠設置のこと
※　横断暗渠の敷高は、既存の長尺Ｕ字溝の敷高に合わせること

歩車道境界ブロック構造図

※歩車道境界ブロックＣの参考構造図
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摺り付け型(斜型)

切下げ型

　　基礎ブロック使用可

※　再生材（アスコン・砕石）使用可
※　側溝蓋の端数調整後の蓋の長さは、３０ｃｍ以上のこと

※　浸透型を使用する場合は水抜き部に単粒度4号
　　砕石を入れること
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細粒度アスコン　　 3cm

アスファルト乳剤　 PK-3

切込砕石（C-40）　 10cm

砂

※　歩道舗装
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切下げ工事対象幅
密粒度アスコン    　5cm

アスファルト乳剤　 PK-3

粒調砕石(M-30)　　 15cm

切込砕石(C-40)　　 20cm

※　乗入れ舗装（H30.4 組成変更）
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